
男女共同参画週間の取組 
「男女共同参画意識調査2012」調査結果の紹介 －ダイジェスト版－ 

４．３ 仕事と生活の調和について 

現在は平成18年度以前と比べて仕事と
生活の調和をとりやすくなったか 
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林木育種センター、各支所、各
育種場で民間保育施設と契約し、
一時預かり保育が行われている

ことを知っていますか 

どんぐりるーむ、すぎの
こ、民間保育施設を非常
勤職員も利用可能である
ことを知っていますか 

どんぐりるーむ、すぎの
こ、民間保育施設を出張
時も利用可能であること

を知っていますか 

４．４ 保育支援の認知度 

４．５ 介護について 
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仕事と介護の両立に問題や困難があるか 
（ありそうか） 

管理職になりたいですか 女性役員や職員が増加し活躍
することについてどう思いま

すか 

４．６ キャリア育成 

研究職員のキャリア育成に
必要な環境、機会はなんだ

と思いますか 
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事務職員のキャリア育成に
必要な環境、機会はなんだ

と思いますか 
仕事と介護の両立のために必要

と思う支援 
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どんぐりるーむとすぎのこの認知度は高いが、一時
預かり保育の利用条件についての認知度は低い。 

両立に問題
や困難がある
と考える職員
が多い。 
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どちらとも
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どちらとも

言えない
33%

性別・職種を問わず
「いいえ」の回答割

合が高い。 

研究職、事務職と
もに、能力の適切
な評価が必要との
回答割合が高い。 

「とりやすくなっ
た」の回答割合は
全体平均では3割で
あるが、職種別に
みると女性研究職
で6割と高かった。 
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